
CLT理論に基づく指導法の体験習得を目指して

言語: jpn

出版者: 大学英語教育学会

公開日: 2020-06-21

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 伊勢野, 薫, Iseno, Kaoru

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10458/5147URL



TheJapanAssoclat1on ofCollegeEnglish Teachers (JACET)

9月6日 (木) 実践報告1 第5室 (9521)

分野/Field:Teachereducation,TEFLPedagogy

英語科教育演習

-CLT理論に基づく指導法の体験習得を目指 して-

PedagogyofTEFL

-ExperientialLearnlngOfTeachingTbchniquesBasedon
●

CommunicativeLanguageTeachingPrinciples-

伊勢野 薫 (宮崎大学)

｢人は特別な訓練を受けない限 り､自分の教えられたように教える暮という､発表者の信念か

ら､英語科教育法の授業では､教授法の歴史的変遷 と理念を学習 し､それぞれの指導法やアプ

ローチに特有の学習者観 と言語観を体験習得させることで､将来自分で授業デザインができる

ようになることを目標 としている｡

この実践報告では､中学 ･高校の英語教員と初等教育の教員を目指す学生を対象とした英語科

教育演習の授業で､CommunicativeLanguageTeaching(以下 CLT)理論に基づく指導法を

体験学習させる事例を紹介するOこの講義のシラバスでは目標 として次の2点を挙げているo

l この講義では英語科教育演習 ⅠⅠⅠに引き続いて､CLT理論に基づく英語教授法の体験習得

を目指す0

2 質問紙法､集団討論､および模擬授業を録画 した DVD を使用 した リフレクション (授業

の振 り返 り方法､内省的授業省察)の体験習得を目指す｡

15回の講義を3期に分け､第 1期では Cla88icCommunicativeLanguageTeaching(CCLT)､

第 2期では Content-Basedlnstruction(CBI)､第 3期では協働学習(CooperativeLearning)

を用いた Task-BasedlnStruCtion(TBI)を体験習得することを目指す｡講義の概要を次の表に

示す｡

講義内容

か､またその指導法の依拠する言語観 と学習者観を理解 させるO

2回目 教師によるモデル授業を実際に体験 し､それをリフレクションとデイスカツシヨ

ンを通 して自分の言葉で語らせるo

I 4回目 個人またはグループでpeerteachingを実践する
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第 1期 Cla88icCozELnunicativeLan印ageTbaching(CCLT)

CCLTは､"Le arntocommunicatebycommumicating."とい う原則にあるように､ある言語を

使用することでその言語を習得させることを目標とする｡そこでコミュニケーションをしなけ

ればならないような状況を作 り出すために､インフォメーション ･ギャップのある教材を別々

に持たせて情報差を埋めるためにコミュニケ←ションをさせた り､できるだけ実際にあるよう

な状況を設定して役割演技による議論をさせたりする｡また言語が果たす機能や言語で表現さ

れる概念に焦点を当てて､役割演技や議論をする活動もCCI∬ でよく使用される｡

この講義では､インフォメーション ･ギャップを取 り扱った｡ どのような教材を作成すれば､

学習者にとって meaningful/purposefu1な活動になるかに留意させ､CCLT理論にそった活動

を取 り入れた peerteachingを実施 し､質問紙法による授業評価を行ったO

第 2期 Content･BaBedln8tnLCtion(CBI)

CCLTの目標が言語の技能習得であるのに対 し､CBIではある言語を使用 して､ある教科内容

を学習しながら同時に言語も習得 させようとするものである｡もとはある特定の職業集団や特

定の目的を持つ学習者にむけた EnglishforSpecificPurposes(ESP)とい う指導法から発展し

たものであるO母語以外の言語を使用 して知識を獲得するという認知活動は言語習得を促進す

るものであり､今後 日本の教育現場にも普及 していくと考えられる教授法である｡

この講義では contentを ｢異文化接触におけるコンフリク ト･マネジメン ト｣ にしたOこれは

教師に求められる教育力には､教室の各児童 ･生徒の持つ個人的なス トー リーを一つの文化と

して捕 らえる視点が必要であるとの発表者の信念に沿 うものである｡受講者は教師の異文化接

触事例 と解決法のプレゼンテーションを体験 し､各自がそれぞれ異なった事例の 15分間のプ

レゼンテーションを行い､それをビデオ録画したもので リフレクションの訓練をした｡

第 3期 協働学習(C00perativeLeamindを用いた TaSk･Ba8eaInstruction(TBI)

TBIは CBIから発展したものである｡原則は変わらないが､タスクとい う具体的な目標を達

成させるとい う特徴があり､初等教育から高等教育まで幅広く使用されている教授法であるO

また言語教育にとどまらず､幅広い教科で導入され､効果を挙げている教授法である｡この講

義ではさらに協働学習理論に基づく活動を取り入れたTBIを実践することで､受講者が ｢学習

共同体意識｣ を実感 し､学習者の情意面-の配慮の重要性を認識することも目標 とした｡

受講生は 3人のグループに分かれ､共同体意識を高めるためのグループ活動を体験させた｡次

にそれぞれのグループが異なった異文化接触事例を寸劇にし､聴衆が異文化接触における摩擦

の原因を理解できるという課題に挑戦 したO各グループで小道具係 り､シナ リオ係 り､振 り付

け係 りなどの役割分担をし､各グループ約 10分の寸劇を上演 したOその後集団討論形式でよ

かった点と良くなかった点を検討 し､改善策を模索 した｡
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